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建設廃棄物等受入価格について 

 

①．はじめに 

 

本資料は、大阪府都市整備部における公共工事の積算の参考とするため、大阪

府内の各廃棄物担当窓口で廃棄物処理法の「中間処理業」の許可を受けた「建設廃

材」・「木くず」・「汚泥」の許可業者のうち、再生処理業者の受入価格調査結果をとり

まとめたものである。 

 

②．本資料の見方 

 

・ 本資料は、近畿地方整備局が調査を実施した産業廃棄物処分業許可業者のうち、

受け入れた産業廃棄物を再生利用できるように処理するための施設を保有してい

る業者《「建設廃棄物処分業者名簿（大阪府産業廃棄物指導課）」において「再生

処理業者」として記載されている業者》の情報を記載している。 

・ 許可番号、処理能力等は調査結果のとおり記載しているが、必ずしも一致しない場

合があるので、現場で確認する場合は、許可証の種類・許可者・許可の有効月日・

事業の範囲等を照合すること。 

 

③．注意 

 

本資料中に記載されている業者情報等の取扱いには十分留意すること。 

 

④．受入価格 

 

・ コンクリート二次製品の無筋のものは、コンクリート塊の無筋単価を採用する。 

・ 金属くず、廃プラスチック、ガラスくず、陶磁器くず、ゴムくず等の受入価格及び一

般廃棄物については、本資料に含まれていない。 

・ 受入価格は発生した副産物の状態により、価格が変動する場合があるので事前に

確認すること。 

・ Ａｓ塊・Ｃｏ塊については、条件がない場合は、30cm角以下を標準とした受入価 

格を記載している。 

・ 汚泥の受入価格にm3価格の記載がある場合、t価格への換算にあたっては、汚泥

の性状に応じて個別に適切な単位体積重量を判断する必要がある。 
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⑤受入基準 

 

・ 「事前協議により夜間（休日）受入可」の場合で、その施設の受入価格が必要な

場合は別途調査する必要がある。 

・ 最大寸法の制限により、設計で小割等が必要な場合があるので、単価比較をす

る場合は注意を要する。 

・  平成 12年度上半期調査より建設汚泥を固化物、脱水ケーキ、軟弱土、泥水の4

種類に分類して調査しており、適用を下記のとおり定めた。 

   本適用はあくまで、受入価格を設定するためのものであり、固化物、脱水ケーキ、

軟弱土、泥水についての定義ではないので注意を要する。 

 

建設汚泥の適用 

 

規  格 状  態 参考 含水比（目安） 

 

 

 

固化物 

標準仕様ダンプトラックに山積みすることが

でき、その上を人が歩くことができる。また、

その状態を処理プラントまで維持することが

できる。 

（人が歩いて、くるぶし以上沈まない） 

標準仕様ダンプトラックからは、汚泥の飛

散、水漏れがまったくしない。 

 

 

 

30％未満 

 

 

脱水ケーキ 

現場において、標準仕様ダンプトラックに山

積みすることができる状態まで処理を行う。 

標準仕様ダンプトラックからは、汚泥の飛

散、水漏れがまったくしない。 

 

 

30％以上 50％未満 

 

 

 

軟弱土状 

標準仕様ダンプトラックでは山積みすること

ができず、飛散、水漏れ等の発生が懸念さ

れる状態。 

運搬は、汚泥の水漏れ防止、飛散防止措置

をほどこしてある改造ダンプ等によって行わ

れる。 

 

 

 

50％以上 75％未満 

 

泥 水 

高含水で、流動性が高く、汚泥の水漏れ防

止、飛散防止のため収集運搬はバキューム

車等を使用する。 

 

75％以上 
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再生資材等受入価格調査の換算係数 

※ 平成 14 年度上半期より処理業者に①受入価格（円/ｔ）又は（円/㎥）、②換算

係数（ｔ/㎥）の記入を依頼している。よって、処理業者が換算係数（ｔ/㎥）を記載

している場合は、記載している換算係数により受入価格（円/㎥）を算出してい

る。換算係数（ｔ/㎥）の記載がない処理業者の場合は、下記換算係数により算

出している。

アスファルト塊・コンクリート塊の場合

地山の単位体積重量（t/㎥）

構造物名 

地山の単位体積重量 

（ｔ/㎥） 

土量変化率 

（L） 

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊（切削） 2.35 1.3 

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊（掘削） 2.35 1.3 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊（有筋） 2.50 1.3 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊（無筋） 2.35 1.3 

※土量変化率は、軟岩Ⅰを準用する。

受入価格の積算（例） 

① 業者見積りが、Co 殻（無筋・地山状態）2,500円/ｔの場合、

ガラ地山 1㎥の受入価格は 2,500円/ｔ×2.35＝5,875（円/㎥）

② 業者見積りが、Co 殻（無筋・取り壊し状態）2,500円/㎥の場合、

ガラ地山 1㎥の受入価格は 2,500円/㎥×1.30＝3,250（円/㎥）
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